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1花粉分析講座④=

花粉

のゆ

(各)

7.植物分類系統と花粉形

この回から花粉と胞子の形についてごく具体的に説

明をしてゆくわけだ茄その前にのべておきたいことは

現在行なわれている植物分類の系統にしたがった区別と

それらの花粉の形とをくらべてみると必ずしも一致して

いないことである.もし一致していだとすれば1つ

の科ごとに花粉の形が同じということでまことに都合

がよいのだがそう画一的にはゆかない.

これはこの植物分類カミまずリンネ(CarlvOnL{me)

によって立てら枠それが雄しべの数･形態などの花の

構造にもとづいたものでありまたさらにド1ジ猟シウ

(んL.deJussieu)の体系も種子の発芽の際みられる葉

の数に関連した分類であってこれらかやがてエングラ

ｰ(八E㎎Ier)によって完成されたものだからである吐

こうした分類と花粉の形とを比較してみるときい秋･

ろ面白いことがわかっている｡

例えば裸子植物のマツ科の中で翼のある形の花粉を

もつものはモミ(Abies)トウヒ(P至｡ea)マツ(凹n鵬)

など球形の花粉をもつものはカラマツ(L鮒め球の

まわりに翼が変化したものと考えられる冬ひだ"をもつ

ものはツガ(Tsuga)というように1つの科も形態上い

くつかのグノレｰプにわけることができる.しかしこの

中に他の形のもの淋まざることはない.またいくつか

の科にまたがって同じよう祖形を呈しているものがあっ

て例えばカバノキ科のものとバラ科のものとが共に
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イチイ

ガヤ

イヌガヤ

マキ

ナンヨｰスキ

マ'ソ

モミ

コウヤマキ

コウヨウザン

スキ

ヒノキ

ビャクシン

(佐鵠忌1957)

くえ

徳永童元

3孔型で似ているなどの例がたくさんにある,このこ

とはまた一面から言えば両者はエングラｰの分類では

似てはいないがその関係は花粉学的ぽ近いのではない

かなどと言う問題も出て植物進化の関連性について考

察の材料と渋ることもある.ある科1ある属に限って

非常に特長的な花粉をもっていることがある｡こうし

たものは花粉鑑定のよい手掛りを与えてくれるのでと

くに注意しなければならない.例えば前にも述べた

ように四ツ球花粉などは限られた範囲のものしか持って

いない特徴でありオヂギソゥ(Mimosa)などはたくさ

んの花粉が集っているのですぐ見当がつく.こうして

ある程度花粉の形の傾向の原則というようなものを頭に

入れておくと大変便利である.これからまず順序とし

て裸子植物次に被子植物の花粉次に隠花植物の羊歯

類癬類･苔類の胞子というように説明をす㌧めてゆこう.

8抽裸子植物の花粉

裸子植物という範囲にはソテツ･イチョウ･毬果･

グネツムの類カ童入る.このうち私たちの研究に関連

ふかいのはソテツ1毬果類である.今までの研究結果

をみると毬果類の葉は化石として残りにくいので花

粉でみると随分いろいろの種類があることカミわかる.

この重要な科の内容は第1表に示した.

これら全部を説明するほどの余裕はないしまた東亜

には全然現生してい放いもの化石として未だ知られて

いないもの抵どがあるのでそうしたものを除いてご

く重要なものだけをこ㌧で取り上げることにしさらに

くわしいことは文末の文献によっていたゾくことにし

たい.次にそれらを3つの形態上のグルｰプにわけ

てみることにする.学名の後につけられた番号は各

々のグルｰプをあらわしている.

ソテツ科……ソテツ(Cycas)(3)

イチョウ科…･イチョウ(Ginkgo)(3)

イチイ科……イチイ(Taxus)(2a)

マキ科･…･…一･マキ(Podocarpus)(1)

イヌガヤ科…･イヌガヤ(Cephalotaxus)(2a)

マツ科………モミ(Abies)(1〕

カラマツ(Larix)(2a)

トウヒ(Picea)(1)

ツガ(Tsuga)(1a)

第1表球果類分類�
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(1)省翼型花粉僕式図

版:舳_狼海､

int:intine(内皮膜)B､､､〕,,､

cp:cap(帽都)mr:marginaIridgeridge(縁)fur:furrow

(溝)bllbladder(翼)A:温潤時B:草乞燥時dr:dorsal

�潴潦�敢��敲癲�����潴潦�敢��敲

(Wodehouse,1935.P,257より)

マツ(Pinus)(1)

スギ科…･コウヤマキ(Tciadopitys)(2a)

スギ(Cryptomeria)(2b)

コウヨウザン(Cunningha㎜ia)(2a)又は(2b)

メタセコイア(Metasequoia)(2b)

セコイア(Sequoia)(2b)

タイフンスギ(Taiwania)(2b)

ヌマスギ(Taxodiu血)(2b)

スイショウ(Glyptostrobus)(2b)

ヒノキ科…･イブキ(Juniperus)(2a)

11)は有翼型(Vesi㎝1atae).(2)は花粉管孔が見られな

いかまたはその痕跡カミある程度という型(Inapertura-

tae)これを無孔型または擬孔型と仮に命名しておく.

(3)は単溝型(Monoco1patae)これは粒の表面に港カミ1

つある型である.これらのうちツガは球のまわりに

ミひだ"がある形だがこれカミ翼の変形とみなされてい

るので(1a)としておいた.各々の型の模式図を上図

に示そう.(2)の型の中でもほとんど花粉管孔がみら

れないもの外形は球状をなしているものを(2a)1カ

所から指状突起が出ているものを(2b)とした.

渕こ(1ジ(2〕･(3)の順で各々を説明しよう.

亙｡a㏄飢p蝸:有翼型本体の幅約26μで小形である.

背部に三放射線がみられることもある.気翼の数は普

通2個であるが時には3個のものもある.本体の表面

弱℀

Podocarpus花粉(上野1960から)

Adies花粉

呉“

Φ

(1a)(2･)(2b)(3)

(E｢dtm書蝋)(E｢dtma畏瓢)(窒熾瀞腎)(糠巷蝋)

ナギ物"0舳伽3地動(有翼型現生)

(少し収縮している)約X1000

模様はや』細かく縁(mr)は普通顕著.翼と本体の付

根の所が非常にひらいた型を呈している.(下図参照)

∠αカ茎30｡以下.普通全体として本体より翼の方が著

しく大きい.(1)

鮎i…有翼型他にくらべ大形で78～ユ10μ程度.大

半は90μ前後である.本体の上の帽部は非常に厚くそ

の模様もあらい.翼と本体のつき具合は顕著である.

(下図参照)腹部にはfurrowたく縁(mr)はないかま

たはほとんどみとめられない.有翼型花粉のうちで大

きい方.(1)

醐㏄a:有翼型65～90μ中型.平均して85μ前後.

粒の表面模様は細かい.翼は本体にくらべて比較的大

きいが本体との付け根は幅広い.(下図参照)縁(mr)はな

く腹部も平滑.全体として楕円形を示すものもある.

��

蹄㎜･;有翼型多くの種類があるカミ花粉型としては

Rudo1ph(1935)によってsi1vestris型とhapIoxylon型

に2大別されるのカミ普通である.45～62μ程度.い

づれも翼と本体がはっきりと区別され縁(mr)の肥厚

が著しい｡SilVeStriS型は翼カミや∫狭い位置につき

hap10xyIOn型は幅広くつく.また両翼間の腹部が前者

は平滑後者は粒状だとの区別がある.(下図参照)(1)

このほか有翼型を示すものとしてはエサン属(Ketelee･

ria)ヒマラヤスギ属(Cedrus)イヌガラマツ属(Pseu･

dOlarix)その他があるが本邦に自生したいものなどある

σ⑳

P1ceaオビ1紛

腰部から見たPinus

silvestris(diploxylon型)haploxylon型

アオトドマツ月"醐1vα〃伽勿α(有翼型現生)�
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ので省くことにする.11)

T･uga:粒の周囲にひだのある無孔型で有翼型の1種

として取り扱う.本体は60～90μ.ミひだ"の幅によっ

て2大別されている.広いミひだ"のものをdiversi-

fo1ia型狭いものを｡anadensis型という.本体の表

面は深いキしわ"状の模様が刻まれている.時として

は翼の痕跡のあるものも見いだされる(1a)

伽xu畠;無孔型球形で15～20μ.中央部に花粉管

孔の痕がみられる.粒の表面は平滑でごく細かい粒状

を呈する.(2a)

Ce曲a1o伽x鵬1無孔型球形20～30μ.球の1

部にや㌧膨んだ部分がありそれが初生的な花粉管孔にあ

たると考えられている.粒の表面はや∫粒状.(2a)

L鮒虹;無孔型球形40～60μ.外膜は厚く2層

と柱っている.粒状の表面模様カミあり粒カ状きいこと

と球の上部には肥厚した帯カミみられるので区別される､

化石では2つに割れる傾向カミある.

S6i棚･P晦･;無孔型球形33～37μ程度.外膜は

厚いが内膜はうすい.球の表面には著しい班点模様が

ある.花粉管孔や指状突起はみられないがこの層の

うち∫砂〃伽〃αまαは溝状の凹みをもち(3)型に入れ

ることもある.この粒は化石になって壊裂することが

多い.(2a)

C㎜㎜nighamia1無孔型球形30～40μ.外膜はう

すく内膜は厚い.指状突起はほとんど認められない､

化石として出るときは割れず歪むことが多い(2a)ま

たは(2b)

Ju曲e㎜目;無孔型球形20～32μ.外膜は非常に

うすくて透明.表面にはこまかいしわがある.粒は

乾燥した時収縮する.中央に花粉管孔の痕跡があるが

化石では2分割することカ三多い.(2a)

Ta量w㎜ia1無税型球形30～32μ.外膜は厚く幾

分しわカミある.Cunni鴫h姉1霞に似ているが小さいの

で区別できる血(腕)このほか婁a型を呈するもの&して

はまだ他にも沢山あり例えばカヤ(TOrr財藁)ナン

ヨウスギ(虹帥｡aria)トガサワラ(Pseudot搬騨)ヒノ

キ(Chamaecyparis)コノテガシワ(Biota)クロベ

(Thuja)アスナロ(ThujOpsis)その他カミある,

C･ypt･㎜･曲:無孔型球形1指状突起がある.25

～35μ.膜はうすく細かい班点がある.指のような突

起(Papila)は直立しその基部は太く先端はわずかに

曲がっている.内膜は厚く外膜はうすい.(2b)

S㊧叩･ia;無孔型球形指状突起があり28～40μ.

突起はや㌧太く先かが曲るその他の点ではCrypto･

meriaによく似ている.化石では壊裂した形で出るこ

とが多い.(2b)

脆t舶eq㎜oia無孔型球形Sequoiaに似ているが

小さく19～28μ､指状突起はや』細くほとんど真直ぐに

なっている.化石の場合割れずへこんでいることが

多い.(2b)

丁弧･伽測;無孔型球形指状突起があるカミCryp･

tOmeriaより小さくて基部が太い.外膜は厚く化石は

2つに割れていることカミ多く粒の表面には細かい班点

がある.27～32μ.(2b)

G肺t･･加･b㎜･;無孔型球形28～32μ.指状突起

は他より小さく先カミとがっている.乾燥するとその部

分がおちこんだ形となる赫湿潤時には割れ細長い形

となる.外膜には粒状の模様がある.(2b)

Cy舳:単溝1型25～35μ.粒には大きな1つの溝ぷあ

り粒の端から端に続いている.粒の表面にはしわ状の

模様がある.全体として小舟状の広い楕円の外形を呈

し溝の縁は内側にまきこまれるような形を示す.(3)

G量皿kgo:単溝型25～32μ1Cyasとは似ているが外

膜が細かい粒状を呈し外形カミCycasよりや㌧丸い感

じをうけること港カ法いことなどで区別される.(3)

以上の説明だけよんだのでははなはだ簡単すぎてわか

リにくいこともあろうと考えられるので実物の写真を

あわせてみていたゾくことにする.こうしてその特長

を示した内容は属の単位に止まっているわけでさら

にその中の種の区別ということになると前回でのべたよ

うな細かv'要素をみなければならない.その各々につ

いてはこの回の終りに掲げた文献によっていたゾくこと

にする.

さてこラした自然分類の立場から化石を鑑定して

ゆくと同時にこれらを形態上でわけたらどういう属に

分けられるのかドイツのPflugの分類によって分けて�
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みると次のようになる.もし形態から分類するならば

これらの属名をとることが必要である.

形態属瑞

有翼型･…Zona!量po:ienites,P1ξyosporites,Sa㏄opolles

球型…･至臓p婁舳rop⑪Ueniをes

単溝型･…MOlコ0CO加州!竈泌eS

次に前にのべた有翼および有指状突起花粉の特徴をま

とめてみると第2･3表のように板る.この表によっ

ても互に識別でき放い中間型があることに注意しなくて

はならない.

9.裸子植物花粉の形態上⑳変遷

今私がのべて来たのは現生植物群の1部を構成して

いる裸子棟物の花粉の形であって地球の歴史をさかの

ぼっても第四紀･第三紀ぐらい窯での範囲でいえること

である.ところが中生代や古生代の炭層を花粉分

析して見てもこうした裸子植物の花粉に書わめてよ

く似た形のものがたくさん見い化されるこをが知られ

ている.残念匁ことにわが国ではまだこうした肯い時

代の花粉･胞子について棟物進化の立場から追究した研

究がないので何ともいえないが欧米の資料をもとぽし

て考えてみると裸子植物は宵生代石炭紀にすでに存在

していたといえそうである山

古生代の石炭から発見されるSをξψ狐｡spermum,

Schu1zOspOra,中生代の地層から発見されているUlma-

nnia,Masculostrobus等というミ胞子"は現在の有翼

形裸子植物花粉と非常によく似ているし中生代でもた

“翼のつき具合がちょっと異たっているだけのミ胞子"

化石がよく見いだされている.こうしたことは裸子植

物が進化した途中で他の植物との中間型のようたものと

して現れてきたといってよく花粉はまだこの類の発展

の歴史をとくよいかぎといえよう.とくに有翼花粉の

うちで本体のまわりに翼部がついている(Tsuga型をの

ぞく)ものや本体の上にY字型の条がありあとでの

べる胞子の特徴がでているものなどは明らかにミ音い型"

のものであって地質時代判定に非常に役立つことを指

摘しておこう｡次回は被子植物中の双子葉類の花粉

を中心として説明する｡(筆者は燃料榔石挨課)

この同の内容については次の文献菅参考とした

Hans一泌順帥獄鋤窪:Leitfade鶯derPo-1enbesfim㎜ung

Lie董erung1.1961

G.Erdtman:Anintroduct三〇ntopo11enanalysis,1954

����渺�略��獰������礬灬慮�

�硯湯浹����

幾瀬まさ:日本植物の花粉19=6

佐藤正己:有用植物分類学1957

上野実朗:Morphologyofpo11enofMetasequoia,Scia-

摯�����楷慮楡�������歡

捩����敲��漱���

上野実朗:RelationshipsOfgenusTsugafrOmPo11en

morpholo募y,Jour｡工nst.OsakaCifyUniv.

S鮒.D.vo1,8.1957

上野実朗:So鵬epa1ynologicalobservationofTaxaceae,

Cupress嚢｡e蝸andAraucaIiaceae,Jour.Inst.

○鯛k登CityUniv.Ser.D.T01.10.1959

上野実朗:マ率科の花粉記録ActaPhytotax1Geobot.vol.

18呈洲｡.7.1960

上野実朗:Stndieson岬11engrainsofGymnospermae,

����琮佳慫�楴祕�����癯���

��

山崎次男竹岡政治:Taxodiaceae花粉の同定について西

京大学学術報告農学第8号1956

刮倮��������杲�測�㌵

なお裸子植物の歴史についての文献には下記のものがある

�����眺��浥摩��慴数��湧牡楮�昀

健�楡�潭����楡�楣慧攬�慮愀

Paly■ologica3:2.1962

�杖の大きさ�蜘�MR�背部�脳醐1�略1山i�仙寺許�｡1dさ〃�外11三�突起内状蝶�峨挫川雌�外膜〃i洲兄�

属名�������������許11,ll

�μ������������

����������欄生一事:鎧��外腋;パ寸く二�

��位体にくらぺや･小さい�無�㎝Pは川1微に11良い�皮膜'1{淋�⑪�1r川･1前1'i亜�鮪'1蜻�j.峠�i薬11i.にめぴた児�j蝦多L�よかい二舳.かあム�

Al,io眉�7呂一120�形は城彫にj吐く�またlj�#1附舳速�斑点がある�����が縦垂･1=llllる���6

��つき方が蜘暗である�〕すか����������

���������ぺ1･�ψ附ζ･ト半い�｡一ミムl111バ:いる�外膜'ガ牛く�

��ljilIu筍よりも小�一三とん�○町111J1形�～I･I･.IwなL��ピ刊11111出11｡.1111i�:11い』“�昧�il.刈る舳･l11出1�い･が雀い�二圭かい班^�

���L'���⑪�������O

C岨山･■帖�65��燃����������

����������ま･パく�』兜拙王三九ビ�外触う†い�

�������､1･･lH･Wi･1�1H･,珊�独�一プ㍑･:二先111111�ない�や･二圭かい醐'一1�

��主体にくらぺや･小��1』i111帖と削ユ�1屹眺すると蝋は����や･冊1■1峠�iパ!ユ･｡そり��.おリ�と
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第2表有翼型花粉比較表(徳永編集)

椛3菱

鰍拠は棚;し三柵1'11〔ある

突起のある重要花粉一覧(徳永編集)�



口38一

'葵

シナマツ

ρ肋〃∫物550切"吻

(有翼型･現生)

約xエ000

タワウヨウザン

0π勿妨g%"閉わ1o郷ω1"肋

(無孔型･現生)約XエOOO

イチイ

ηα蜘術む刎8カ主6α肋

(無孔型･現生)約x1000

カウヤマキ

∫伽伽伽Sア鮒伽〃ωεε

(無孔型･現生)

約×1000

セコイアメスギ

S螂･まαS脇φ榊加肋∫

(無孔型･現生)

指状染起がある

約x800

�

カラマツ

エ肋加物肋(無孔型･現生)約､｡｡｡

�

スイショウ

α〃･∫物価加郷批

(無孔型･現生)

(指状染起あるはずだが

ここではみえ粗い収縮すると

Bのようになる)約x1(iOO

7クウショウ

物ω肋伽桃伽伽

(無孔型.現生)B

(Aは割れて2分割捕状突起が

あるがここではみられない)

約x1000

イチョツ

αラ物θ棚0凸α

(単溝型･雛)約･1000�


